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平
成
二
年
度
の
通
常
総
会
が
去
る
五
月
十

八
日
、
午
後
三
時
よ
り
東
京

・
千
代
田
区
内

神
田
の
コ
ー
プ
ビ
ル
で
、
総
務
担
当
藤
井
正

彦
理
事
の
司
会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
通
常
総
会
に
は
会
員
二
四
三
八
名

（委
任
状
を
含
む
）
が
出
席
、
議
案
①
平
成

二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
財
産

目
録
承
認
の
件
②
平
成
二
年
度
事
業
計
画
案

お
よ
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件
③
平
成
二
年

度
役
員
お
よ
び
評
議
員
改
選
の
件
④
細
則
な

ら
び
に
支
部
規
定
改
訂
の
件
⑤
平
成
二
年
度

除
籍
の
件
⑥
そ
の
他
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
し
た
。

。
ま
ず
、
開
会
に
当

っ
て
山
田
二
郎
会
長
が

大
要
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
行

っ
た
。

「昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
大
き
な
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
に
並
ん
で
い
ま
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
既
に
会
報
等
で
ご

存
知
の
よ
う
に
ま
ず
、
第

一
が
本
年
十
～
十

一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

峰
の
登
山
、
次
い
で
本
年
度
か
ら
明
年
度
に

か
け
て
実
施
す
る
上
高
地
の
山
研
の
建
替
え

作
業
そ
し
て
十

一
月
に
行
わ
れ
る
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｊ
の
国
際
会
議

へ
の
協
力
等
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
着
々

と
準
備
を
進
め
て
お
り
、
本
日
既
に
そ
の
第

一
回
募
金
委
員
会
が
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
大
き
な
社
会
的
非
難
の
的
に
な

っ
て

い
る
い
わ
ゆ
る
初
歩
的
な
冬
山
遭
難
の
多
発

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
日

山
協
と
共
同
で
異
例
の

「春
山
遭
難
予
防
の

要
望
書
」
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
私
の
会
長
就
任
以
来
の
懸
案
で
あ

り
ま
し
た
会
の
組
織
の
見
直
し
で
あ
り
ま
す

が
、
本
日
そ
の
成
案

を
提
出
し
て
ご
審
議

を
い
た
だ
く
わ
け
で

す
が
、
そ
の
骨
子
と

し
て
は
従
来
の
横
並

び
の
委
員
会
に
対
し

ま
し
て
ラ
イ
ン
、
ス

タ
ッ
フ
、
部
会
的
な

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
類
整
理
致
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
中
高
年
登
山
者
の
急
増
も
ゆ
る

が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
文
部
省
登
山
研
修
所

。
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
が
中
心
に
な
っ
て
現
在
、
中
高
年
登
山

者
向
け
の
手
引
き
書
を
作
成
中
で
あ
り
、
会

と
し
て
も
並
行
し
て
前
向
き
に
と
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
課
題
の
多
い
年
に
な
り
そ
う
で

す
が
、
会
員
各
位
の

一
層
の
ご
支
援
の
ほ
ど

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
案
審
議
に
先
だ
っ
て
藤
井
理
事
に
よ
る

会
務
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
名
誉

会
員
二
四
名
、
永
年
会
員
三
二
名
、
終
身
会

員
七
三
名
、
通
常
会
員
四
五
四
八
名
、
計
四

六
七
七
名
。
平
成
二
年
度
新
入
会
員
二
三
八

名
、
復
活
会
員

一
一
名
、
物
故
会
員
二
五

名
、
退
会
二
六
名
、
除
籍
四
五
名
で
前
年
度

と
の
差
は

一
五
三
名
の
会
員
増
で
あ
っ
た
。

次
に
物
故
会
員

（後
掲
）
で
あ
る
が
、
次
々
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に
そ
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
あ
と
、
全

員
で
黙
蒔
が
捧
げ
ら
れ
た
。

次
い
で
議
長
に
定
款
二
十
七
条
に
よ
り
山

田
会
長
を
選
出
、
三
分
の

一
以
上
の
出
席
者

に
よ
り
三
十
三
条
の
条
件
を
満
す
も
の
と
し

て
総
会
成
立
を
宣
言
、
議
事
録
署
名
人
に
高

遠
宏
、
岩
瀬
秀
郎
の
二
氏
を
指
名
し
た
の
ち

議
事
に
入

っ
た
。

第

一
号
議
案
は
平
成
二
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
で
あ

る
が
前
者
に
つ
い
て
は
藤
井
理
事
、
後
者
に

つ
い
て
は
西
村
政
晃
財
務
担
当
理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
平
成
二
年

度
の
主
な
行
事
は
全
国
支
部
集
会

ｏ
「
蔵
王

の
集
い
、
「
由
布
岳
の
集
い
、
恒
例
の
年
次

晩
餐
会
に
は
六
三
〇
名
と
い
う
多
く
の
会
員

が
集
ま

っ
た
。
ま
た
研
究
会
、
講
習
会
、
展

覧
会
な
ど
例
年
通
り
数
多
く
行
わ
れ
た
ほ

か
、
登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山
の
た

め
の
適
切
な
事
業
に
は
昨
年
度
は
上
高
地
山

岳
研
究
所
改
築
特
別
委
員
会
の
設
置
お
よ
び

検
討
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進
に
は
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｊ
発
会
式
に
協
力
、
機
関
紙
な
ど
の
発
行

に
は

「山
岳
総
合
索
引
」
の
発
行
、
そ
の
他

国
際
交
流
に
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
第

一
回
ヒ
マ
ラ
ヤ

環
境
会
議
に
参
加
し
た
ほ
か
タ
ン
ボ
チ

ェ
僧

院
再
建
基
金
に
協
力
す
る
な
ど
、
例
年
に
な

い
特
別
の
事
業
も
数
多
く
行
わ
れ
た
。

収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
で
は
、

結
論
的
に
は
昨
年
度
は
事
業
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
員
増
な
ど

女
の
二
十
年
史

登
れ
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

世
間
の
大
方
の
見
方
は
、
そ
ん
な
も
の
だ

っ
た
ろ
う
。　
一
九
七

五
年
の
女
性

エ
ベ
レ
ス
ト
隊

へ
の
評
価
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
の
イ
ギ
リ
ス
隊
の
初
登
頂
以
来
、
既
に
何
か
国
も

の
隊
が
登

っ
て
い
る
と
は
言
え
、
世
界
最
高
峰
の
頂
き
を
踏
ん
だ

の
は
、
ま
だ
三
十
五
人
だ
け
だ

っ
た
。

意
気
は
買
う
、
と
の
シ
ン
パ
も
い
た
反
面
、
女
が
何
故
ヒ
マ
ラ

ヤ

ヘ
？
と
い
う
反
発
も
あ

っ
た
。
企
業
の
協
力
が
芳
し
く
な
か

っ

た
の
は
、
七
四
年
女
性
初
の
八
千
肝
に
登
頂
し
た

「
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
隊
」
と
同
じ
で
あ
る
。

最
近
発
行
さ
れ
た

「女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
の
二
十
年
」
と
い
う
本

を
読
ん
で
い
て
、
二
十
年
前
の
女
性
た
ち
の
苦
し
い
準
備
状
況
を

思
い
出
し
た
。

「女
性
だ
け
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
、
と
い
う
思
い
か
ら
女
子
登
攀
ク

ラ
ブ
が
発
足
し
た
の
は
、　
一
九
六
九
年
。
人
類
が
初
め
て
月
に
降

り
立

っ
た
年
だ
。
日
本
山
岳
会
隊
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登

っ
た
翌
七

〇
年
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰

（七
五
七
七
房
）
の
登
頂
に
成
功
、

最
初
の
目
的
を
果
す
。
七
二
年
以
後

エ
ベ
レ
ス
ト
計
画
に
入
り
、

前
進
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

ヘ
の
雪
崩
に
も
め
げ
ず
、
七
五
年
五
月

一

六
日
、
メ
ン
バ
ー

一
人
と
サ
ー
ダ
ー

一
人
が
登
頂
し
た
。

以
後
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

（八
〇

一
二
肝
、
八

一
年
中
国
、
登

頂
）
ジ
チ

ュ
ダ
ケ

（六
七
九
〇
肝
、
八
三
年
ブ
ー
タ
ン
、
断
念
）

ト
ム
ー
ル

（七
五
二
五
肝
、
八
六
年
中
国
、
断
念
）
ガ

ッ
シ
ャ
ブ

ル
ム
Ⅱ

（八
〇
二
五
房
、
八
八
年
パ
キ
ス
タ
ン
、
登
頂
）
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
ー

（八

一
六
七
房
、
九
〇
ネ
パ
ー
ル
、
登
頂
）
と
、
着
実
に

夢
を
広
げ
て
き
た
。

ク
ラ
ブ
主
催
の
登
山
以
外
で
も
、
メ
ン
バ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・

ア
ル
プ
ス
、
ア
フ
リ
カ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
ヘ
と
行
動
半
径
を
縦
横

に
広
げ
、
こ
の

一
月
に
は
南
極
大
陸
最
高
峰
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
に

も
登

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
当
時
の
仲
間
割
れ
、
な
ど
か
ら
女
同
士
の

戦
い
に
も

っ
ぱ
ら
関
心
を
持

つ
向
き
が
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
し

て
結
婚
や
出
産
な
ど
で
メ
ン
バ
ー
の
出
入
り
が
多
い
の
も
事
実
だ

が
、
ど
う
や
ら
悲
壮
感
を
あ
ま
り
持
た
な
い
で
、
と
に
か
く
楽
し

く
登
り
続
け
よ
う
、
と
い
う
の
が
女
子
登
攀
ク
ラ
ブ
の
山
登
り
の

方
針
の
よ
う
だ
。

実
際
に
は
相
当
厳
し
い
登
攀
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ

う
が
、
幸
い
、
死
者
は
出
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー

が
方
法
は
別
と
し
て

「楽
し
む
た
め
の
山
」
に
徹
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
が
、
女
子
の
グ
ル
ー
プ
で
は
珍
し
い
、

二
十
年
間
の
元
気
な
活
動
の
継
続
に
つ
な
が

っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
六
四
年
、

一
ド
ル
＝
三
百
六
十
円
だ

っ
た
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
制
に
移
行
し

た
の
が

一
九
七

一
年
だ

っ
た
。
続
い
て

「国
連
婦
人
の
十
年
」
が

あ
り
、
「
日
本
人
は
働
き
過
ぎ
、
も

っ
と
遊
ぶ
べ
き
だ
」、
と
い
う

声
も
出
て
き
た
。
こ
の
間
装
備
は
軽
量
化
さ
れ
、
交
通
の
便
は
ぐ

ん
と
良
く
な

っ
た
。
『
つ
ま
り

一
口
で
い
え
ば
、
こ
の
二
十
年
は

「女
が
海
外
の
山
に
登
り
や
す
い
条
件
が
整

っ
た
二
十
年
」
で
も

あ
る
』
と
二
十
年
史
は
、
総
括
し
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
や
パ
タ
ゴ

ニ
ア
の
記
録
、
は
て
は
ネ
パ
ー
ル
の
映
画

に
取
り

つ
か
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
報
告
ま
で
あ

っ
て
、
こ
の

「二
十

年
史
」
は
、
読
物
と
し
て
も
な
か
な
か
面
白
い
。

女
性
の
山
登
り
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
向
こ
う
に
現
代
の
世
相
が

透
け
て
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
本
嘉
伸
）

海外の山

(2)
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に
よ
る
会
費
収
支
の
増
大
と
、
逆
に
費
用
の

方
は
非
常
に
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
結

果
、
最
終
的
に
は
極
め
て
健
全
な
状
態
で
推

移
し
て
こ
の
二
年
度
の
決
算
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
ず
収
入
の
部
で
あ
る
が
予
想
以
上
の
会

員
増
と
高
会
費
納
入
率

（九
二

ｏ
七
九
％
）

な
ど
に
よ
り
二
八
六
万
円
、
事
業
収
入
も
販

売
品
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
報
告
書
の
売
上
げ

な
ど
に
よ
り
三
八

一
万
円
、
高
金
利
に
支
え

ら
れ
た
受
取
利
息

ｏ
雑
収
入
も
七
八
四
万
円

（放
送
文
化
基
金
助
成
金
二
〇
〇
万
円
含

む
）
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
予
算
を
上
回
わ
り
、
結

果
的
に
は
当
初
予
算
五
三
六
五
万
円
に
対
し

六
八
二
六
万
円
と

一
四
六

一
万
円
上
回
わ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
前
期
の
繰
越
収
支
差

二
四
八
三
万
を
加
え
た
九
二

一
〇
万
円
が
今

期
の
収
入
総
額
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
支
出
の
部
は
極
め
て
よ
く
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
が
費
目
別
に
見
る
と
、

事
業
費
が
予
算
を
五
〇
三
万
円
上
回
わ
っ
た

も
の
の
、
管
理
費
は
ほ
ぼ
予
算
通
り
で
お
さ

め
ら
れ
た
。
固
定
資
産
取
得
支
出
は
液
晶
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
種

積
立
金
の
積
み
増
し
に
伴
う
特
定
預
金
支
出

が
四
四

一
万
円
予
算
を
上
回
っ
た
の
で
当
期

支
出
予
算
五
三
六
二
万
円
に
対
し
決
算
額
は

六

一
三
七
万
円
で
七
七
五
万
円
上
回
わ

っ

た
。
当
期
収
支
差
額
と
し
て
は
六
八
九
万
円

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
そ
の
結
果
、
次
期

繰
越
収
支
差
額
は
三

一
七
三
万
円
と
な
り
予

算
を
六
八
六
万
円
上
回
わ
っ
た
。

次
の
正
味
財
産
増
減
計
算
書
は
公
益
法
人

の
会
計
基
準
に
従

っ
た
も
の
で
、
当
期
正
味

財
産
の
増
加
額
は

一
二
九
六
万
円
、
期
末
の

正
味
財
産
合
計
額
は
二
億
四
六

一
七
万
円
と

な
っ
た
。
貸
借
対
照
表

・
財
産
目
録
に
つ
い

て
も
別
掲

（六
～
八
頁
）
の
通
り
で
あ
る

が
、
貸
借
対
照
表
に
は
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰

登
山
偵
察
隊
費
用
等
の
六
五
四
万
円
の
仮
払

金
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
募
金
活
動

に
よ
り
三
年
度
に
は
ク
リ
ヤ
ー
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

以
上
に
対
し
太
田
監
事
よ
り
正
確
か
つ
妥

当
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
が
あ

っ
た
後
、
審

議
に
入
り
、
満
場

一
致
の
拍
手
の
中
に
承
認

さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
平
成
二
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
藤

井
、
西
村
両
理
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
な

さ
れ
た
。

ま
ず
事
業
計
画
の
主
な
も
の
は
岐
阜
支
部

の
創
立
二
十
周
年
、
東
海
支
部
創
立
二
十
周

年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
念
山
行

（行
事
）、
富

山
支
部
で
の
全
国
支
部
集
会
、
上
高
地
山
研

の
改
築
計
画
の
検
討
、解
体

（
四
～
十
月
）、

全
国

一
斉
清
掃
登
山

（
６

・
２
～
９
）、
Ｈ

Ａ
Ｔ
国
際
会
議

（
Ｈ

ｏ
９
～
１０
）、
日
中
合

同
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
登
山
隊
の
派
遣
な
ど

が
行
わ
れ
る
ほ
か
平
成
三
年
度
も
例
年
通
り

多
彩
な
行
事
が
展
開
さ
れ
る
。

こ
れ
に
伴

っ
て
の
収
支
予
算
も
収
入
に
つ

第
二
十
七
回

観
光
週
間

（八
月

一
日
～
七
日
）

の
目
的

①
　
観
光
道
徳
の
高
揚

②
　
観
光
地
の
美
化

総
務
委
員
会

い
て
は
前
年
の
五
三
六
五
万
円
に
対
し
五
七

一
二
万
円
で
三
四
七
万
円
増
を
見
込
み
、
こ

れ
に
前
期
繰
越
収
支
差
額
を
加
え
三
年
度
収

入
合
計
は
八
八
八
五
万
円
を
見
積

っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
支
出
の
部
に
つ
い
て
は

ま
ず
事
業
費
は
予
算
額
二
九
二
七
万
円
で
前

年
度
よ
り

一
一
三
万
円
多
く
み
て
お
り
、
こ

こ
に
計
上
し
て
い
る
海
外
登
山
補
助
費
二
五

〇
万
円
は
海
外
登
山
基
金

の
助
成
費

で
あ

る
。
管
理
費
に
つ
い
て
は
予
算
額
三
二
〇
八

万
円
で
前
期
に
対
し
八
五
万
円
増
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
特
に
大
き
な
も
の
は
修

繕
費
の
三
二
〇
万
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上

高
地
山
研
の
解
体
費
で
あ
る
。
固
定
資
産
取

得
支
出
は
前
年
度
よ
り
二
九
八
万
円
多
い

が
、
こ
れ
は
上
高
地
山
研
の
設
計
料
二
五
〇

万
円
を
計
上
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
予
備

費
を
三
八
〇
万
円
と
異
例
に
大
き
く
し
た
の

は
上
高
地
山
研
の
募
金
費
用
に

一
部
当
て
る

た
め
で
、
以
上
の
結
果
、
当
期
の
支
出
合
計

は
六

一
八
八
万
円
で
前
年
度
を
八
二
六
万
円

上
回

っ
て
い
る
。
従

っ
て
当
期
の
収
支
差
額

は
前
年
度
予
算
に
較
べ
四
七
六
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
が
、
次
期
繰
越
収
支
差
額
は
二

六
九
六
万
円
で
、
前
年
度
実
績
よ
り
多
少
少

な
く
な
る
が
次
期
繰
越
額
と
し
て
は
充
分
な

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
第
二
号
議
案
の
前
に
第
四
号
議
案

「細
則
な
ら
び
に
支
部
規
定
改
訂
の
件
」
が

上
程
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
田
常
務
理

事
が
予
め
配
付
さ
れ
た
資
料
に
も
と
づ
き
概

略
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
た
。

ま
ず
細
則
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

総
会
で
山
田
会
長
よ
り
組
織
見
直
し
の
提
案

が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
先
般
改
正
案
が
示

さ
れ
た
の
で
理
事
会
そ
の
他
で
慎
重
審
議
の

結
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
改
正
の
主
な
も
の
は
現
在
の
委
員
会

制
度
の
見
直
し
で
あ
り
、
第
二
条
に
は
従
来

の
よ
う
に
委
員
会
を
横
並
び
に
固
定
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
性
格
か
ら
ラ
イ
ン
部

門
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
、
部
会
的
な
も
の
と
グ

ル
ー
プ
わ
け
し
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
三
条

（委
員
会
の

構
成
）、
四
条

（委
員
の
任
期
）、
十
条

（会

費
納
入
方
法
の
変
更
）、
十

一
条

（支
部
還

付
金
）、
二
十

一
～
二
条

（休
室
日
、
開
室

ｏ
閉
室
時
間
の
明
確
化
）
等
も
そ
れ
ぞ
れ
改

正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
現
在
の
実
態
に
近
か

ず
け
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

支
部
設
立
並
び
に
運
営
に
関
す
る
規
定
は

昭
和
四
十

一
年
四
月
に
制
定
。
そ
れ
以
来
改
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定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
実
情
か
ら
す
る

と
中
味
が
矛
盾
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
の
改
定
で
あ
る
。
主
な
も
の
は
第

五
条
の
理
事

ｏ
評
議
員
会
を
理
事
会
に
、
八

条
に
副
支
部
長
の
規
定
を
追
加
、
十
条
の
支

部
役
員
任
期
を
本
部
役
員
に
合
せ
る
こ
と
、

十
三
条
の
支
部
総
会
の
報
告
期
日
は
五
月
十

日
ま
で
と
す
る
な
ど
で
あ
る
。

第
二
号
議
案
は
本
年
度
は
役
員
改
選
期
に

当
た
る
た
め
の
も
の
で
、
予
め
配
ら
れ
た
執

行
部
の
原
案
（後
掲
）
通
り
異
議
な
く
承
認
さ

れ
、
こ
こ
に
平
成
二
年
度
新
体
制
が
整

っ
た
。

最
後
の
平
成
二
年
度
除
籍
の
件
は
、
こ
こ

二
年
間
の
会
費
滞
納
者
で
あ
る
が
、
対
象
者

リ
ス
ト

（五
頁
）
の
中
に
知

っ
た
名
前
が
あ

れ
ば
、
極
力
会
費
納
入
を
働
き
か
け
て
欲
し

い
旨
、
要
望
が
あ
っ
た
。

以
上
で
、
全
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
、

異
議
な
く
拍
手
の
う
ち
に
承
認
さ
れ
、
午
後

四
時
、
平
成
二
年
度
通
常
総
会
は
無
事
終
了

し
た
。

総
会
終
了
後
は
席
を
十

一
階
の
食
堂
に
移

し
て
、
恒
例
の
懇
親
会
が
入
澤
集
会
担
当
理

事
の
司
会
の
も
と
に
な
ご
や
か
に
開
催
さ
れ

謹
啓
　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
時
下
益
々
ご
清
祥
の
段
、
大
慶
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

す
で
に
ご
高
承
の
よ
う
に
、　
一
九
九

一

年
日
本

。
中
国
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
合
同
登

山
隊
は
、
去
る
五
月

一
日
に
議
定
書
の
調

印
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
会
と
し
て
は
、
日
中
国
交
正
常
化
二

十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
中
合
同
に

よ
る
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰

（七
七
八
二

眉
）
の
初
登
頂

に
全
力
を
傾
注
す
る
た

め
、
登
山
隊
事
務
局
を
設
置
し
実
行
委
員

会
を
核
と
し
て
具
体
的
な
登
山
準
備
を

行

っ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
今
回
は
本
会
の
経
費
負
担
も
従

来
の
制
年
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
隊
、
鶴
年
二
国

友
好
登
山
隊
に
比
べ
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
募
金
活
動
は
登
山
隊
派
遣
上
不
可
欠

な
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
数
年
来
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
日
本
山
岳
会
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
再

建
と
併
せ
て
、
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
募

金
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
同
募
金

の
お
願

い

会
長
　
山
田
二
郎

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
隊

上
高
地
山
岳
研
究
所
再
建

た
。
席
上
、
新
役
員

・
評
議
員
を
代
表
し
て

新
副
会
長
の
松
田
雄

一
氏
は
「山
研
の
改
築
、

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
登
山
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
の
国
際

会
議
な
ど
を
控
え
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
も
ま
こ
と
に
多

事
多
難
で
あ
り
、
山
岳
界
も
多
様
化
、
国
際

化
、
中
高
年
登
山
者
問
題
な
ど
大
き
な
波
が

押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
な
か
な
か
大
変
な

時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

得
て
何
と
か
立
派
に
や
り
抜
い
て
行
き
た

い
」
と
力
強
く
そ
の
抱
負
を
語

っ
た
。
乾
杯
の

音
頭
は
吉
澤
名
誉
会
員
、
ス
ピ
ー
カ
ー
は
金

子
前
ネ
パ
ー
ル
大
使
、
田
部
井
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ

代
表
、
閉
会
の
辞
は
村
木
前
副
会
長
。
閉
会

は
午
後
六
時
。

物
故
会
員
は
次
の
通
り
。
敬
称
略

三
田
幸
夫
、
後
藤
幹
次
、
初
見

一
雄
、
篠

田
軍
治

（以
上
名
誉
会
員
）、
神
津
得

一
郎
、

笠
原
潤
二
郎
、
桜
井
信
雄
、
百
瀬
舜
太
郎
、

跡
部
昌
三
、
榎
本
豊
松

（以
上
永
年
会
員
）

伴
野
清
、
米
田
泰
男
、
高
木
健
太
郎
、
内
田

英
夫
、
宮
崎
克
之
助
、
辻
井
秀

一
、
玉
名
金

助
、
根
本
大
、
斉
藤
清
吉
、
渡
辺
嘉
男
、
沼

倉
寛
二
郎
、
早
川
良
太
郎
、
斉
藤
啓
助
、
矢

野
真
、
加
賀
谷
功

（文

ｏ
写
真
　
小
倉
　
厚
）

〔平
成
二
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員
〕

▼
会
長
＝
山
田
二
郎

（再
任
）
▼
副
会
長
＝

藤
平
正
夫

（再
任
）
、
松
田
雄

一

（新
任
）

▼
理
事
＝
入
澤
郁
夫
、
穴
田
雪
江
、
小
倉
厚
、

山
本
良
三
、
神
崎
忠
男
、
関
口
令
安
、
伊
丹

紹
泰
、
重
廣
恒
夫
、
石
橋
正
美
、
藤
井
正
彦

◎
自
然
観
察
山
行

自
然
保
護
委
員
会

テ
ー
マ
　
　
尼
ヶ
禿
山
と
玉
原
湿
原
の
観
察

期
日
　
　
　
九
月

一
日
（
日
）
日
帰
り

集
合
場
所
　
新
宿
西
ロ
ス
バ
ル
ビ
ル
横

集
合
時
間
　
午
前
六
時
半

費
用
　
　
　
四
千
円

（バ
ス
代
）

携
行
品
　
　
雨
具

・
弁
当

ｏ
水
筒

・
防
寒
具

地
図
　
　
　
２
万
５
千
＝
藤
原
湖

申
込
み
　
　
八
月
二
十
八
日
（水
）ま
で
事
務

局
内
自
然
保
護
委
員
会
ま
で
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で

玉
原
湖
か
ら
尼
ヶ
禿
山
に
登
り

（歩
程
三

時
間
）
、
玉
原
湿
原
を
探
勝
し
ま
す
。
貸
切

バ
ス
利
用
の
た
め
、
間
違
い
な
く
参
加
で
き

る
方
の
申
込
み
を
希
望
し
ま
す
。
（雨
天
決

行
）

（以
上
再
任
）、
小
倉
茂
暉
、
大
森
弘

一
郎
、

山
口
俊
輔
、
村
井
龍

一
、
大
倉
昌
身
、
片
岡

泰
彦
、
南
川
金

一
（以
上
新
任
）
▼
監
事
＝

飯
野
亨

（再
任
）、
中
島
伊
平

（新
任
）
▼

評
議
員
＝
今
西
寿
雄
、
吉
村
健
児
、
大
塚
博

美
、
室
賀
輝
男
、
佐
藤
光
、
鴫
原
啓
佑
、
奥

原
教
永
、
河
野
長
、
橋
本
清
、
大
森
久
雄

（以
上
再
任
）、
西
丸
震
哉
、
村
木
潤
次
郎
、

徳
久
球
雄
、
鈴
木
郭
之
、
国
見
利
夫
、
斎
藤

惇
生
、
湯
浅
道
男
、
田
部
井
淳
子
、廣
江
研
、

西
村
政
晃

（以
上
新
任
）
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海外諸関係費

山岳研究所運営費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

海外登山補助費

事業費計

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

什器備品購入支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

登山特別基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与積立金支出

特定預金支出 計

予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)

当期収支差額
(A)― (C)

次期繰越収支差額
(B)一 (C)

-59

-3,000,

-1

-796,

185,781

29,04'

2

5,1

収 支 決 算 書

平成 2年 4月 1日から平成 3年 3月 31日 まで
1,600,

1

費品

費

費

費

費

当

耗

本

通

搬

．
手

消

製

交

運

理
料。
旦．（
胎
費．
信．

管

給
文
印
旅
通

33,177

2,

1,014

78,

53

432

399

293

122

176

256

3,042.

130.

714

1,025.

135,

1,104

20,977.

100,

3

出

801

250

4,020

1,126,631 -1,

1,020,

6,417 -4,417

(注)1.ナ ムチャバルワ登山に対する
「放送文化基金」助成援助金 2,000,000円

調査研究費

指 導 費

支部関係費

支出の部

費

費

費

業

版

書

事

出

図

900

3,206
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…

平成 3年度末滞納除籍予定者

293,

不斗   目 予算額 決算額 差 異 備考

I。 収入の部
1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入会金収 入

復活会費収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入金金
収入計

3。事 業 収 入

広告料収入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

4.寄付金収入

寄付金収入

5。雑 収 入

受取利息

雑 収 入

雑収入計

6.特定預金取崩収入

図書出版基金
取崩収入

7.特定預金運用収入

特定預金運用収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計(B)

400,000

3,000,000

0

40,000,000

0

43,000,000

1,800,000

20,000

800,000

800,000

1,330,000

4,750,000

0

5,000,000

500,000

5,500,000

0

499,730

3,570,000

165,000

41,109,500

1,020,000

45,864,500

2,066,412

20,199

222,000

4,817,350

1,437,261

8,563,222

0

10,881,829

2,458,366

13,340,195

0

0

-99,730

-570,000

-165,000

-1,109,500

-1,020,000

-2,864,500

-266,412

-199

578,000

-4,017,350

-107,261

-3,813,222

-5,881,829

-1,958,366

-7,840,195

(注 )1

53,650,000

24,837,793

68,267,647

24,837.793

-14,617,647

78,487,79[ 93,105,440 -14,617,647

53,623,0001  61,374,3201 -7,751,320

|       |
27,0001   6,893,3271  -6.866.327

1            1

-6,866,327
|       |

れ,864,7931 31,731,1201

不斗   目 予算額 決算額 差 異  1備考

会員
番号 会員氏名 会員

番号 会員氏名 会員
番号 会員氏名 会員

番号 会員氏名 会員
番号 会員氏名 会員

番号 会員氏名

04537

04591

05031

05237

05714

06615

06805

06869

千葉大学医
学部山岳部

木 村 祐 三

大久保泰司

花 岡 頼 充

小 野 龍 弥

樫 本 則 明

松 村 昭 則

片 山  博

06877

07052

07290

07484

07525

07550

07572

07676

黒 木 邦 夫

佐藤徳太郎

畑 内  明

鶴 田  進

野 口 豊 市

村橋嘉一郎

小田島泰宏

小柳せい子

07724

07920

08130

08167

08246

08274

08439

08493

波田山岳会

三 浦 幸 一

藤 原 邦 俊

福 成 照 夫

上仮屋正和

佐 野  博

五十嵐 勲

柴 田 浩

08698

08717

08926

08966

08984

09004

09114

09289

高 橋 国 廣

谷   衛

佐 藤  巧

長谷川 章

藤 井 宗 次

冨山八十八

野添 雅義

大 槻 久 江

09295

09407

09474

09553

09617

09644

09751

09787

橋本しをり

青 木 研 三

山下 牧郎

吉田 辰明

柴 田  聞

小 林 新 二

徳留 幸子

斎 藤 伸 市

09795

09802

09871

10250

10297

10337

10340

09830

中 山 茂 樹

西 山 正 彦

丹  直喜

Swan R.
小 林  亘

長 野  宏

荒木太加男

尾 崎 陽 子

(5)
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(第二種郵便物認可)山
.554-1991・

了020

249,967

固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

]正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

(注 )1.ナ ムチャバルヮ峰登山偵察隊費用等

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は,総平均法による原価基準を採用し

ている。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の 100%に相当

する額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には,現金,預金,未収会費,前受会費及び預

り金を含めている。なお,前期末及び当期末残高は,下記 3

に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額及びその残高は,次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容は,次のとおりである。

4.固定資産の取得価額,減価償却累計額及び当期末残高は,次の

とおりである。

正味財産増減計算書

平成 2年 3月 31日～ 3年 3月 31日

貸 借 対 照 表

平成3年 3月 31日現在

1]資産の部

。流動資産

現   金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

仮払金 (注)1
棚 卸 資 産

流動資産合計

.固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他固定資産

土   地

建   物

什器備品

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与積立金

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流動負債

前受会費

預り金

流動負債合計

不斗   目 金 額

I.増加の部
1.資産増加額

当期収支差額

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

終身会費積立金

什器 0備品購入額

増加額計

I.減少の部

1.資産減少額

棚卸資産減少額

減少額計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

6,893,327

250,000

4,020,915

1,126,631

1,020,000

801.496 14.112.369

14,112,36C

149.04C

149.040 149.040

13,963,32C

232.212.595

246,175,924

科    目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託 (三井)

〃  (日 本)

〃  (中央)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合 言十 (基本金) 8,000 8,000,000

科   目 金 額

199,583

632,899

7,712,975

14,000,000

3,132,000

6,544,953

1.808。 830

8.000.000

8.000.000

46,297,170

36,006,808

5,581,996

4,190,000

20,930,000

16,340,000

70,000,000

5,290,000

3.300.000

207.935.974

34,031

147,000

344.290

不斗     目 前期末残高 当期末残高 備   考

現 金 預 金

未 収 会 費

仮  払  金

24,739,781

3,686,000

0

22,545,457

3,132,000

6,544,953

合   計 28,425,781 32,222,410

前 受 会 費

預  り  金

171,000

3,416,988

147,000

344,290

合   計 3,587,988 491,290

次期繰越収支差額 24,837,793 31,731,120

不斗、   目 取得価額

建     物

什 器 備 品

36,006,808

5,581,996

36,006,808

5,581,996

合   計 41,588,804 41,588,804

(6)

減価償却累計額1 当期末残高
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山  554-199107020(第 三種郵便物認可)

種  類 摘 要 金  額

刊  行  物

服飾品 。その他

山岳・山岳覆刻版等

クラブタイ Tシ ャツ等

956,150

852,680

合   計 1,808,830

注 1)棚卸資産内訳 財 産 目 録

平成 3年 3月 31日現在

注 2)そ の他固定資産内訳
1.建物および土地

2.什 器 備 品

財産目録記載外のその他物品リス ト (主 として受贈益 )

1。 図  書

不斗     目 金 額

[1]資 産 の 部

1.流 動 資 産

現 金 預 金

現金 現金手許有高

振 替 貯 金

東京地方貯金局

普 通 預 金

協和銀行市ヶ谷支店

三菱銀行市ヶ谷支店

三菱銀行市ヶ谷支店

三和銀行本郷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿西
日支店

日本信託銀行本店

定 期 預 金

協和銀行市ヶ谷支店

末 収 会 費 332名 分

仮 払 金

棚 卸 資 産 ネ1

流動資産合計

2.固 定 資 産

(1)基 本 財 産

貸 付 信 託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)その他固定資産 ネ2

土  地 57.9148m2

建  物  259.23m2
什器・備品

図書出版研究基金 (定
期預金・協和市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期
預金 0三菱市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・協和市ヶ谷)

登山特別基金 (定期預
金・三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預
金・協和市ヶ谷)

終身会費立 (定期預金
・協和市ヶ谷)

退職給与積立金 (定期
預金・協和市ヶ谷)

基昇他固定資
産

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前 受 会 費 16名分

預り金 職員に対する
源泉所得税他

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

正 味 財 産

199,583

632,899

5,177,633

313,943

2,000,000

173,950

1,055

3,522

42,872

14,000,000

3,132,000

6,544,953

1,808,830

34,031,240

491,290

249,967,214

3,791,290

2,380,000

420,000

5。 200.000

8。 000。 000

46,297,170

36,006,808

5,581,996

4,190,000

17,930,000

3,000,000

16,340,000

70,000,000

5,290,000

3.300.000

207.935.974

147,000

344.290

3.300.000

246,175,924

A 事務所および図書室 額金
円 )

場所 東京都千代田区四番町5番 4

構造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32m2

宅地特分 1,124.56m2× 339/10,0∞

=38.1225841n2

(図書室)区分所有建物 1階部分 55.22m2

宅地特分 1,124.56m2× 176/10,000

=19.792256n12

計 158.54m2宅 地特分 57.91484m2

72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い

林小班

構造 鉄筋コンクリート造(一部木造)1棟
100.69 rr12

9,583,808

合 計 82,303,978

品    名
取 篠
年月 E

取得価格 所在

大テーブル (2台セット)チーク材
750× 1200× 720

ソファーセット,チーク材レザー張

書庫内移動書架一式,コ ンパックル

応接セットー式,張布イス,テーブル
XLE-30

司覧用テーブル (2台 )木製

ライティングビューロー,木製

テレビ,シ ャープCT-2600(寄贈品)

ビデオカセットレコーダー,シ ャープ
VC-7000

製品)ム
収納キャビネット(スチール

図書カード容器,木製 3段

書 棚,木製 2段

16 mm映写機 16-CL(HO)
MSパ ウチ H-140

東芝パーソナルワープロ
WJ一 R70FⅡ

木製書架ガラス戸付 (2台 )

ソビエ ト製チタン酸素ポンベー本

シャープ液晶ビジョンー式

ダンロップテントV600,V600S――式

48. 7.31

48。  7.31

53. 2.10

53. 8. 2

53. 9。 28

54. 6.23

55. 6. 4

55。 12.27

56. 8. 8

56. 9。 12

56.12.22

61. 5。 13

61.10。 17

62. 3.12

62.9.24

2. 7.12

2.7.19

2.3.22

164.200

178,000

1,500,000

218,000

250,000

280,000

80,000

116,000

254,000

200,000

500,000

156,000

95,000

89,000

700,000

96,114

587,932

117,420

上高地

上高地

図書室

談話室

図書室

図書室

ヨ
`腱

話室

郭誠室

図書室

図書室

図書室

事務所

合 計 5,581,99C

種  類 摘 要 冊   数

和

洋

書

書

平成 2年度 受入冊数 176冊

平成 2年度 受入冊数  14冊

Ｍ

２９

冊

冊

(7)



(第二種郵便物認可)山  554-199107020

0

57.120。 0001  53.650.0001   3.470.000

31.731。 1201  24。 837.7931   6.893.327

88,851,1201  78,487,7931  10,363,327

雑収入

雑収入 計

特定預金取崩収入

図書出版基金取崩収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

1又メ、ィ会・言十(B)

(注)1
(注)2
(注)3

上高地山研解体費 2,100,000円 を含む

上高地山研設計料 3,500,000円

上高地山研募金経費 1,500,000円 を含む

2.絵   画

ネ他の絵画,写真 省略

3.フ ィルム  「マナスルに立つ」他 83点

社団法人日本山岳会平成 2年度の収支計算書,正味財産増減計算

書,貸借対照表および財産目録を監査し,正確妥当なことを認めま

す。

平成 3年 4月 11日

社団法人 日本山岳会   監事 太田   敬

監事 飯野   亨

収 支 予 算 書 (案 )

平成 3年 4月 1日 から平成 4年 3月 31日 まで

I.収入の部

基本財産運用収入

基本財産

会費・入会金収入

入会金収入

通常会費 収入

終身会費 収入

会費・入会員収入計

。事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入 計

.寄付金収入

寄付金収入

.雑収入

受取利息

-1

◇

41 1,000.

1

1

5,000

題    名 種類,号数 作 者 名 掲載,保管場所

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

馬

士  山

代 池 の 自

豆  半

の 木

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原画)

メ ール ドグ ラス

モ ン ブ ラ ン

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸沢 よ り北 穂 高

槍 ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ヶ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

冬 の山 (清 太 山)

プカヒルカ・ノルテ

7由  A-50
油  A-25
油変形 -6

墨   絵

油 - 10
γ由 - 10
墨   絵

油 - 10
墨   絵

エッチング

エッチング

エッチング

油

・６

１０

ル

２５

２５

２５

８

・４

・５

絵

彩

′ク
　

　̈
テ

　
・　
　
　̈
　
・　
　
』

ｐ
ュ　

′多
　
′ク

采

．　

ス

｝

．　

　̈

．

Ｘ

采

水

油

パ

油

油

油

油

水
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日本民族資料館

日本民族資料館

談  話  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

図  書  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

集  会  室

松本アルプス山岳館

室

室

室

室

室

室

会

話

話

会

話

会

集

談

談

集

談

集

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

事  務  室

科   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考

I。 支出の部

1.事 業 費

出 版 費

図 書 費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

事業費計

2.管 理 費

給料・手当

文具・消耗品費

印刷・製本費

旅費・交通費

通信 0運搬費

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

建設仮勘定支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

長期計画積立金支出

5。 予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)

当期収支差額  _
(A)― (C)

次期繰越収支差額
(B)― (C)

10,906,000

950,000

865,000

868,000

3,500,000

200,000

1,990,000

3,500,000

2,500,000

500,00()

3,500,000

29,279,000

8,000,000

200,000

1,200,000

1,500,000

1,200,000

100,000

2,200,000

600,000

450,000

320,000

200,000

200,000

300,000

3,500,000

160,000

750,000

600,000

0

600,000

22,080,000

230,000

3,500,000

3,730,000

3,000,000

3。 800。 000

10,913,000

950,000

860,000

920,000

3,500,000

200,000

2,200,000

3,000,000

1,600,000

500,000

3,500,000

28,143,000

7,600,000

150,000

2,000,000

1,300,000

1,200,000

100,000

100,000

600,000

500,000

300,000

500,000

170,000

300,000

3,500,000

160,000

750,000

1,500,000

0

500,000

21,230,000

750,000

0

750,000

2,000,000

1.500,000

-7,000

0

5,000

-52,000

0

0

-210,000

500,000

900,000

0

0

1,136,000

400,000

50,000

-800,000

200,000

0

0

2,100,000

0

-50,000

20,000

-300,000

30,000

0

0

0

0

-900,000

0

100,000

850,000

-520,000

3,500,000

2,980,000

1,000,000

2.300,000

(注 )1

(注 )2

(注 )3

61.889。 000 53.623.000 8,266.000

-4,769,000 27,000 -4,796,000

26,962,120 24,864,793 2,097,327

不斗   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考
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山 554-199107020(第 二種郵便物認可)

3月 7日  ナムチャバルワ偵察報告会        本会

3月 15日  山岳図書を語る夕べ「山の画文集」

山里寿男  本会

3月 16日  第 17回 新入会員オリエンテーション 上智大学

(2)研 究 会

5月 12日  シンポジウム「山岳における自然エネルギー

利用」     鳥居,今田他  青山学院大学

7月 14日 ,15日 「第 10回 日本登山医学シンポジウム」への

協カ         アルカディア市ヶ谷

11月 17日  シンポジウム「登山用雨具」

安田 武,斎藤利忠他  青山学院大学

(3)講 習 会

10月 20～21日 岩登り講習会  講師 藤原雅一  小川山

3月 15～17日  スキー登山講習会         至仏山

(4月 5～ 7日 スキー登山講習会)       (雪 倉山)

(4月 19～21日 スキー登山講習会)       (八 甲田)

(4)展 覧 会

3月 15日  第 27回 この一本展「山の画文集」    本会

2.登山施設の改善,そ の他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所を4月 28日 ～10月 22日 まで開所

*山 に関する貴重なフィルム,スライ ド等の充実

*山の高さに関する委員会 (国土地理院)への協力

*山岳博物館準備のための資料収集と整理

*山岳図書の充実

*上高地山岳研究所改築特別委員会の設置及び検討

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

*各大学医学部山岳部による夏山診療所の開設に協力

槍ヶ岳他 7月 ～8月

ネ登山者向け「春山登山についての要望書」を発表

4。 自然保護活動の推進

9月 15～16日  全国自然保護集会・函南原生林,柿田川視察

三島市  箱根の里

10月 16日  ヒマラヤン・ア ドヴェンチャー・ トラス ト発会式

に協力             国際文化会館

10月 18～19日  鳥海山南麓スキー場予定地現地調査及び八幡

町に対し要望書提出        八幡町

5。 海外登山の企画および海外との交流

7月 ～ 8月 パ ミール登山キャンプ参加      青年部

7月 ～ 8月 天山山脈 。雪蓮峰登山の実施    東海支部

11月 ～12月  ナムチャバルワ峰偵察

*海外登山基金より600万円の援助・助成金を 6隊に対し交付

6.機関誌などの発行

*「山岳」第 85年 (1990年 )号の発行

*会報「山」第 538号～第 550号 の発行

*「登山医学」第 10巻の発行に協力

*「山岳総合索引」の発行  (平成 3年 5月 発行予定)

7.国内および外国山岳団体との連絡,情報交換

*国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡

*海外登山団体との機関誌および情報の交換

4月 29～30日  ヒマラヤン・ア ドヴェンチャー・ トラス トの

第 1回 ヒマラヤ環境会議に参加 ニューデリー

8。 その他目的を達成するために必要な事業

本タンボチェ僧院再建基金に協力

日本山岳会 平成 2年度事業報告

(平成 2.4.1～3.3.31)

1.登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

(1)集会,講習会

4月 7～ 8日 探索スキー (火山探索)      妙高山

4月 15日  新入会員との日帰リハイク       大平山

4月 20日 山岳図書を語る夕べ「ロシアの山と探索の本」

田村俊介  本会

4月 26日 「この人と語ろう。山野井泰史」

学生部,青年部  本会

5月 20日 女性懇談会山行           本社ヶ丸

5月 26日 支部長会議            全共連ビル

5月 26日 通常総会             全共連ビル

6月 2～ 3日 第 44回ウェス トン祭  信濃支部  上高地

6月 8～10日  第 14回若葉会山行      鬼首  禿岳

6月 15～17日  学生部小川山集会         小川山

6月 17日  自然観察山行「富士山の自然を訪ねる」

富士山五合目

6月 22日 映画と試写会「ビデオ鑑賞とビデオの写し方」

6月 28日

6月 29日

7月 3日

7月 14日

マカルー,チ ョオユー報告会

「熱気球のヒマラヤ越え」

「トルコからヒマラヤヘ」

大蔵喜福

遠藤京子

7月 16日

自然保護講演会「山岳会における 自然保護活動

はいかにあるべきか」   村木潤次郎  本会

講演会「中高齢者の登山と健康」

A.デーヶン,脇坂順一  有楽町マリオン

9月 15～16日  スケッチ山行    上高地  山岳研究所

9月 30日 現地小集会「石間信夫さんと山歩き」  子持山

10月 3日 パミール報告会             本会

10月 5日 新入会員懇親会             本会

10月 6～ 7日 女性懇談会全国集会尾瀬の集い

尾瀬長蔵小屋

10月 8日  カナダ山岳会 J.ス テファニック氏夫妻を囲む集い

本会

10月 13～14日  全国支部集会 90蔵王の集い   山形 蔵王

10月 20～21日 探索山行「磐司岩の人と自然」 宮城 大東岳

11月 2～ 3日 第 6回宮崎ウェス トン祭      高千穂

11月 3～ 4日 東九州支部 30周年記念 ("由布岳の集い)

由布院

11月 29日 モンゴル女性登山家を囲んで 女性懇談会  本会

12月 1日 支部長会議       新高輪プリンスホテル

12月 1日 年次晩餐会       新高輪プリンスホテル

12月 2日 第 27回マラソン大会 (学生部)    神宮外苑

12月 11日  古典山岳映画 (ビデオ版)鑑賞会     本会

12月 16日  現地小集会              生藤山

1月 10日  冬山登山報告会 (学生部)        本会

1月 12～15日  スキー懇親会          八方尾根

2月 15日  第 19回山岳史懇談会「山想をめぐる人々」

五十島一晃  本会

2月 17日  現地小集会              黒斑山

3月 3日  自然観察山行             両神山

会

会

会

会

本

本

本

本
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*第 20回 「山岳史懇談会」           本会 未定

ネ第 23回 「山岳図書を語る夕べ」        本会 未定

ネ山岳スキー講習会 (3回)(指導)    未定 3月 ～ 4月

*新入会員オリエンテーション          本会 3月

同 研 究 会

拿第 11回登山医学研究会 北里研究所北里本館  7月 13,14日

クヽ 講演会, シンポジウム

ホミニ講習会「登山におけるトレーニング効果」   3月 10日

本シンポジウム「山小屋の屎尿処理」 青山学院大学 4月 6日

拿シンポジウム「山における雷の問題」青山学院大学 7月 6日

本シンポジウム「山における雨衣Ⅲ」 青山学院大学   未定

ホ「疲労」「装備」に関する講演会            未定

2.登山施設の改善,そ の他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の開設及び改築計画の検討ならびに解体

4月 ～ 10月

ネ山に関する貴重なフィルム,スライ ド,テープ,ア ルバム等の

複製および貴重な資料の収集,整備,管理

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

ネ遭難救助研究会 (学生部)           未定 12月

ホ中高年の健康管理と遭難予防セミナー         未定

4.自 然保護活動の推進

*全国一斉清掃登山の実施 (HAT一 J)に協力

各支部 6月 2日 ～ 9日

*自然保護全国集会

新発田市及び飯豊山麓・湯の平温泉 6月 29～30日

*自 然観察山行             玉原湿原 9月 1日

拿自然観察山行                 奥武蔵 2月
拿自然環境保全のための現地視察        三国山 未定

摯自然保護に関する講演会             未定 2回

*JACの 自然保護活動の歴史の調査,編集

5。 機関誌などの発行

ホ「山岳」第 86年 (1991年 )号の発行

*「山岳」総合索引の発行

拿会報「山」第 551号～第 562号 の発行

*会報「山」510～ 550号総目録の発行

ホ「登山医学」第 11巻の発行に協力

拿「日本の山」スライ ド第 2集の作成

6。 国内および外国山岳団体との連絡,情報交換

ホ国内関係団体 (日 山協力,都岳連,そ の他)と の密接な連絡

拿海外登山団体との機関誌および情報の交換

*ヒ マラヤン・ア ドヴェンチャー・ トラスト国際会議に協力

11月 9～10日

7.海外登山

拿ムスターグアタ登山隊の派遣 (青年部)     7月 ～ 8月

拿日中合同ナムチャバルワ峰登山隊の派遣     9月 ～12月

中ナムチャバルワ・ トレッキングの実施      9月 ～10月

*ネパール・ ヒマラヤ・ トレッキングの実施    10月 ～11月

8。 その他目的を達成するために必要な事業

拿山岳図書の拡充をはかる

拿その他目的を達成するために必要な事業を行う

日本山岳会 平成 3年度事業計画 (案 )

(平成 3.4.1～4.3.31)

登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

0集   会

ネ新入会員歓迎さくらハイク (総務)    岩殿山 4月 14日

*ゴールデンウィーク合宿 (青年部)鋼岳八ッ峰 5月 2～ 6日

*支部長会議           東京・ コープビル5月 18日

拿支部事務局担当者会議          〃   5月 18日

拿総会                  〃   5月 18日

*岐阜支部創立 20周年記念山行    恵那山 5月 25～26日

本山岳映画鑑賞会              本会 6月 24日

拿初夏合宿 (青年部)          谷川岳 6月 1～ 2日

*第 15回若葉会山行 (集会,岩手支部)岩手・七時雨山

6月 8～ 9日

ネ小川山岩登り集会 (学生部)         小川山 6月
拿第 45回ウェス トン祭        上高地 6月 1～ 2日

*国際情報研究会 (海外)          未定 6月 下旬

*報告講習会 (チ ョモランマ等 91プ レモンスーン登山)(青年

部)                   未定 6月 下旬

*沢登り講習会 (学生部)            未定 8月
拿現地小集会                  未定 7月
*探索山行・湿原と植物 (科学)         未定 7月
中懇親山行 (婦人懇談会)          東京近郊 7月
ネ支部事務局担当者会議             東京 未定

*全国支部集会           富山支部 9月 28～29日

*ハ ードフリー講習会 (学生部対象)       未定 10月

*ムスターグァタ登山報告会 (青年部)      未定 10月

*ト リヴォール,ブロードピーク登山報告会 (高所登山委員会)

本会 10月 初旬

*ビデオ映写会Ⅱ                本会 未定

事「山を語る」講習会 (集会)          未定 10月

率女性懇談会全国集会           秋田・八森 10月

*新入会員懇談会              未定 10月 中旬

*秋合宿 (青年部)             未定 10月 中旬

拿第 23回 「山岳図書交換会」          本会 未定

*ビデオ撮影会                 未定 未定

*初級岩登り講習会 (指導)           未定 10月

中現地小集会                 未定 11月

中第 28回マラソン大会 (学生部)      皇居周辺 11月

中国際情報研究会 (海外)          未定 11月 下旬

*支部長会議                  12月  7日
拿年次晩餐会                  12月  7日
拿懇親山行                未定 12月 8日

拿講習会兼忘年会 (青年部)           本会 12月

*スキー懇親会               八方尾根 1月
摯氷雪スキー合宿 (青年部)           未定 2月
拿八ヶ岳集会 (学生部)           赤岳周辺 2月
中戸隠スキー集会 (女性懇談会)         戸隠 2月

1
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自
然
保
護
憲
章
と
五
輪
塔

―
永
遠
の
哲
理
を
表
象
―

広
瀬
　
潔

昭
和
四
十
九
年
六
月
五
日

「自
然
保
護
憲

章
が
」
国
民
会
議
で
採
択
さ
れ
、
同
日
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
皇
太
子
ご
夫
妻
ご
臨
席
の
下
に

「宣
言
式
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
私
も
招
待
を

受
け
、
そ
の
式
に
列
席
し
た
。

こ
の
よ
う
な

「自
然
保
護
憲
章
」
の
制
定

は
世
界
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
日
本

の

「産
業
、
交
通
、
観
光
」
な
ど
に
よ
る

「自

然
破
壊
」
が
い
か
に
烈
し
か

っ
た
か
を
、
反

映
し
て
い
る
。

憲
章
の
中
に
は

「…
…
人
間
は
、
日
光
、

大
気
、
水
、
大
地
、
動
植
物
な
ど
と
と
も
に

自
然
を
構
成
し
…
…
」な
る

一
文
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
読
ん
だ
私
は
、　
一
面
昔
か
ら
伝
わ

っ

て
き
た
仏
教

（密
教
）
の
「五
輪

塔
」
が
頭

に
浮
か
ん
で
き
た
。

仏
教

で
い
う

「五
輪
」
は
、
「物
質
構
成

の
要
素
」
で
あ
る

「五
大
」
（地

・
水

・
火

ｏ

風

・
空
）
を
表
徴
し
た
も
の
で
、
こ
の
五
大

が
完
全
に
整
い
調
和
し
な
い
と
、
す
べ
て
の

も
の
が
成
り
立
た
な
い
。
こ
の

「哲
理
」
を

具
象
化
し
た
も
の
が
、
「五
輪
塔
」
で
あ

っ

た
。五

輪
塔
は
昔
か
ら
泥

・
石

ｏ
金
銅
な
ど
で

造
ら
れ
、
下
か
ら
四
角
形

・
円
形

。
三
角
形

・
半
月
形

ｏ
如
意
珠
形
の
順
に
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
順
に
地

・
水

ｏ
火

ｏ
風

・
空
を
表
徴
し
て
い
る
。

五
輪
塔
を
静
か
に
眺
め
て
い
る
と
、

そ
の

「調
和
感
」
と

「精
美
感
」
に
打

た
れ
、
心
が
安
ま
る
。

塔
　
　
万
物

の
自
然
調
和
。
そ
れ
が

「根

輪
　
本
」

で
あ

る

こ
と
を
、

五
輪

塔

は

Ｅ〓コ
　

「形
」
で
表
わ
し
て
い
る
。
自
然
保
護

憲
章
は
そ
れ
を

「文
」
で
示
し
て
い

る
。
そ
の

「哲
理
」
に
は
変
り
が
な

■

宣

鳳

人

水

ユL

カ
ラ
パ
タ
ー
ル
便
り
②

カ
ラ
パ
タ
ー
ル
の
帰
リ
パ
ン
ボ
チ

ェ
寺
院

に
イ

ェ
テ
の
頭
を
み
に
よ

っ
た
処
、
四
月
十

二
日
夜
、
何
者
か
に
寺
の
外
壁
の
カ
ギ
を
こ

じ
あ
け
、
内
陣
の
カ
ギ
を
ヤ
ス
リ
で
切

っ
て
、

寺
の
宝
物
の

（
イ

ェ
テ
の
頭
と
手
）
を
ぬ
す

ん
で
去

っ
た
と
の
こ
と
。

タ
ン
ボ
チ

ェ
寺
院
の
外
観
は
出
来
上
り
、

現
在
内
装
工
事
期
に
入

っ
て
い
ま
す
。
昔
の

寺
の
三
倍
位
の
大
き
さ
に
新
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
前
に
異
な
り
、
寺
前
の
広
場
に
は
ホ

テ
ル
が
三
軒
。
に
ぎ
や
か
に
ト
レ
ツ
カ
ー
が

群
り
、
天
幕
泊
り
の
ト
レ
ッ
カ
ー
が
何
か
場

ち
が
い
の
感
じ
。

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
も
昔
の

ム
ー
ド
が
薄
れ
て
来
て
い
ま
す
。

日
本
登
山
隊
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
ゴ
ミ

で
よ
ご
し
放
し
な
の
で
、
ネ
パ
ー
ル
国
か
ら

依
頼
さ
れ
、
焼
却
場
建
設
場
を
視
察
す
る
と

言
う
日
本
人
に
会

っ
た
。

編
集
宛
　
五
月
七
日
付

（山
本
朋
二
郎
）

報
告
―
―
―
―
―
‥
―
―
―
‥
―
―
―
―
―
―

永
年
会
員
、
中
沢
真
二
氏
を

か
こ
む
談
話
会

中
沢
真
二
永
年
会
員
は
、
尾
瀬
発
電
計
画

に
よ

っ
て
尾
瀬
ヶ
原
が
水
没
す
る
の
を
未
然

に
防
い
だ
功
労
者
の

一
人
で
あ
る
。
な
が
く

そ
の
事
実
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
満

一
〇
〇
歳
と
い
う
年
齢
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
会
員
、
と
く
に
尾
瀬
に
関
心
の
深
い

方
々
に
話
し
て
お
き
た
い
と
い
う
申
し
出
が

あ

っ
た
。
そ
こ
で
五
月
二
十
二
日
、
山
田
会

長
は
じ
め
数
名
が
ル
ー
ム
に
集
ま
り
中
沢
会

員
の
話
を
拝
聴
し
た
。

中
沢
氏
は
大
正
六
年
東
京
電
灯

（株
）
に

入
社
、
以
来
二
十
数
年
間
発
電
所
建
設
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
。
尾
瀬
ヶ
原
の
保
存
運
動

で
有
名
な
武
田
久
吉
博
士
と
も
親
交
が
あ

り
、
博
士
の
紹
介
で
大
正
十
二
年
頃
、
平
野

長
蔵
氏
の
来
訪
を
受
け
、
尾
瀬
に
発
電
所
を

作
ら
ぬ
よ
う
要
請
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
後
、
電
力
需
要
の
急
増
に
よ
っ
て
発
電
計

画
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
果
し
て

尾
瀬
に
、
多
く
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
ま
で

し
て
発
電
所
を
作
る
価
値
が
あ
る
か
と
、
そ

の
降
水
量
と
流
域
面
積
か
ら
計
算
し
た
結

果
、
年
間
お
お
よ
そ
八
五
〇
〇
臨
程
度
の
発

電
量
で
あ
っ
て
建
設
す
る
価
値
は
な
い
と
の

結
論
に
達
し
た
。

こ
の
こ
と
を

「尾
瀬
保
存
期
成
同
盟
」
の

第
二
回
の
会
合
（昭
和
二
十
五
年
二
月
八
日
）

で
発
言
し
た
が
、
商
工
省
水
力
課
長
、
山
岡

包
郎
氏
か
ら
推
定
降
雨
量

（
一
二
〇
〇
ミじ

が
少
な
す
ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
水

力
課
に
赴
い
て
、
只
見
川
田
子
倉
の
測
水
表

か
ら
計
算
し
た
と
こ
ろ
、　
一
一
七
〇
、デ
と
い

う
数
値
が
出
た
た
め
、
山
岡
課
長
は
即
座
に

「尾
瀬
の
発
電
は
や
め
る
」と
決
断
さ
れ
た
。

(11)
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こ
の
事
実
は
、
当
時
同
じ
電
力
関
係
の
研

究
に
携
わ

っ
て
い
た
中
沢
氏
の
日
か
ら
は
公

に
で
き
な
い
事
情
も
あ

っ
て
知
る
人
は
殆
ど

い
な
い
。
山
岡
課
長
も
亡
く
な

っ
た
現
在
、

ぜ
ひ
会
員
諸
氏
に
語
り
残
し
て
お
き
た
い
、

と
い
う
主
旨
の
も
の
で
あ

っ
た
。
（
以
上

の

経
緯
の
詳
細
は
、
中
沢
真
二

「尾
瀬
ヶ
原
を

の
こ
し
た
記
録
」
会
報

『山
』
四
九
二
号

（昭
和
六
十

一
年
六
月
）
。
一
高
同
窓
会
報
第

一
八
九
号
（平
成
元
年
七
月
十
五
日
）
お
よ
び

中
沢
透

「尾
瀬
を
守

っ
た
知
ら
れ
て
い
な
い

記
録
」
自
然
保
護

Ｚ
ｏ
・
∞
ミ

（
８
８
ｏ
〓
）

Ｚ
ｏ
ｏ
∞
お

（８
８
二

Ｎ
）
に
述

べ
ら
れ
て
い

る
）。

最
後
に
中
沢
氏
は
自
作
の
木
彫
二
面

（平

野
長
蔵

ｏ
武
田
久
吉
）
を
取
り
出
し
、
こ
の

型
か
ら
製
作
し
た
レ
リ
ー
フ
に
前
述
の
い
き

さ

つ
を
記
し
て
、
尾
瀬
の
何
処
か
に
残
し
た

い
と
の
希
望
が
出
さ
れ
、
山
岳
会
と
し
て
前

向
き
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
者
　
山
田
会
長
、
松
田
副
会
長
、
島
田

名
誉
会
員
、
松
丸
秀
夫
、
穴
田
雪
江
、
近
藤

緑
、
中
村
武
雄
、
澤
井
政
信

（記
録

・
澤
井
）

昨
年
に
引
き

つ
づ
き
、
今
年
も
、
東
京

・

銀
座
の
交
詢
社
に
お
い
て
、
五
月
十

一
日
土

午
後
、
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
名
誉
会

員
十

一
名
を
含
む
二
十
名
で
、
昼
食
に
引
き

つ
づ
き
別
室
で
懇
談
に
う

つ
っ
た
が
、
や
は

名
誉
会
員
を
囲
む
会

書籍・雑誌受入れ報告   199011月

1 福井正身著

2 神戸山岳会編

3 東洋大学体育会山岳部編

4 奥田博・伊藤繁著

5 京都山岳会編

6 広島山の会編

7 佐藤芝明著

8 三水会編

9 早稲田大学岳友会編

10 中田 修訳

11 中田 修訳

1 新妻喜永著

2 村口徳行著

3 千田博之著

4 横浜山岳会編

5古川 修復刻

6 古川 修復刻

7 古川 修復刻

8 京都大学学士山岳会編

1 日立中央研究所アルパイン部編

2坂倉登喜子・小川清美著

3多田繁次著

4 西川一三著

5 布川欣一著

6 山田 格著

7 福島由利子編

8藤本一美著

9 山と渓谷社編

10 風見武秀著

「松阪の山 20山」

「神戸山岳会創立五十周年記念号」

「1988年冬山合宿遭難事故報告書」

「東北山スキー 100コ ース」

「創立 70周年特別号」

「山毛欅林 創立 40周年記念誌」

「山の神 民族と信仰」

「三水会十五年の歩み」

「Alpine Forum 4号 」

「アムンゼン 南極点」

「スコット 南極探検日誌」

「北八ッ逍蓬」

「マナスルを越えるツル」

「青海高原 西寧から成都へ」

「横浜山岳会創立 60周年記念誌」

金子焦自筆  「直海渓遊記」

「白岳遊記」金子盤蝸稿

「立山遊記」金子盤蝸稿

「京都大学ヒマラヤ医学学術登山隊1990年報告書」

書籍・雑誌受入れ報告   199012月

福井正身

神戸山岳会

東洋大山岳部

山と渓谷社

京都山岳会

広島山の会

丸ノ内出版

三水会

早大岳友会

ドルフィンプレス

ドルフィンプレス

山と渓谷社

ビジュアルフォークロア

ナカニシヤ出版

横浜山岳会

山路の会

山路の会

山路の会

京大学士山岳会

平 2 (著 者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

平 2 (発 行者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

平 2 (著 者寄贈)

平 2 (斉 藤健治氏寄贈)

1990 (発行者寄贈)

平 2 (訳 者寄贈)

平 2 (訳 者寄贈)

1990

1990

1990

1990

1990

1990

1990

1990

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

(発行者寄贈)

平 2 (発 行者寄贈)

平 2 (著 者寄贈)

平 2 (著 者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

1990 (著者寄贈)

1990 (発行者寄贈)

19∞  (著者寄贈)

1991 (発行者寄贈)

1991 (発行者寄贈)

書籍・雑誌受入れ報告   1991年 1月

「山びこ 創立 30周年記念号」

「関東周辺 山と地酒の旅」

「ひょうご低山遍歴 なつかしの山々」

「秘境西域八年の潜行 (中 )」

「山道具が語る日本登山史」

「残雪とお花畑 0紅葉と温泉の朝日連峰」

「女子登攀クラブの 20年」

「山岳ノート」

「山渓カラー名鑑 日本列島」

「カメラ片手に地球を駆ける」

日立中研アルパイン部

新潮社

神戸新聞総合出版センター

中央公論社

山と渓谷社

山田 格

女子登攀クラブ

藤本一美

山と渓谷社

山と渓谷社
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リ
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

の
名
誉
会
員
だ
け

あ

っ
て
、
前
半
の
話
題
は
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
登
山
に
集
中
し
、
堀
田
、
田
口
、
今
西
さ

ん
な
ど
か
ら
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
。

つ
い
で
、
名
誉
会
員
各
位
よ
り
、　
一
言
ず

つ
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
い
た
が
、
麻
生
さ
ん

の
、
芸
能
界
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
話
、
吉

沢
さ
ん
の
医
薬
品
の
世
話
に
な
ら
な
い
健
康

法
、
島
田
さ
ん
か
ら
は
、
当
会
最
長
老

一
〇

〇
歳
に
な
ら
れ
た
中
沢
永
年
会
員
の
尾
瀬
を

守

っ
た
記
録
に
つ
い
て
の
話
題
が
提
供
さ
れ

た
。山

田
会
長
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
登

山
か
と
い
う
問
題
の
提
起
や
、
藤
平
副
会
長

か
ら
の
中
高
年
登
山
の
問
題
に
対
す
る
コ
メ

ン
ト
と
し
て
田
□
さ
ん
か
ら
は

「環
境
間

題
、
高
齢
化
、
登
山
の
多
様
化
、
国
際
化
の

◎
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
募
集
〃

既
に
会
報
等
で
ご
高
承
の
よ
う
に
、
本

会
は
、
今
秋
九
月
よ
り
未
登
の
ナ
ム
チ
ャ

バ
ル
ワ
峰
へ
の
登
山
隊
を
派
遣
し
ま
す
。

併
せ
て
同
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問

す
る
と
い
う
形
式
で
、
中
国
登
山
協
会
か

ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
特
別
許
可

（限
定
三

十
名
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

東
端
に
位
置
す
る
同
峰
周
辺
は
、
ヤ
ル
ツ

ア
ン
ポ
の
大
屈
曲
部
に
あ
た
り
、
地
図
上

の
空
白
部
と
し
て
、
世
界
の
岳
人
、
探
険

家
の
垂
涎
の
地
で
、
希
少
動
植
物
の
宝
庫

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
峰
に
対
す
る
中
国
政
府
の
特
別
登
山

許
可
は
三
年
間

（
一
九
九
〇
～
九
二
）
に

限
定
さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
、
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
訪
間
は
、
唯

一
に
な
る
可
能
性

が
大
で
あ
り
ま
す
。
高
所
登
山
委
員
会
を

窓

口
と
し
て
左
記
の
概
要
で
行

い
ま
す

の

で
、
興
味

の
あ
る
会
員
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。

「
Ｅ

〈
日
程
お
よ
び
コ
ー
ス
〉

Ａ
隊
　
十
月
十
日
～
十
月
二
十
七
日

（十

八
日
間
）

東
京
↓
北
京
↓
成
都
↓
ラ
サ

↓
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（復
路
も
同
じ
）

Ｂ
隊
　
十
月
二
十
日
～
十

一
月
六
日

（十

八
日
間
）

東
京
↓
北
京
↓
成
都
↓
ラ
サ

↓
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
↓
ラ
サ
↓
カ
ト
マ
ン

ズ
↓
東
京

〈
費
用
〉
　
約
七
十
五
万
円

（中
国
登
山

協
会
と
折
衝
中
）

〈
参
加
者
〉
　

Ａ
、
Ｂ
各
隊
十
五
名
。
本

会
の
会
員
に
限
る
。

〈
資
料
請
求
先
〉
　

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登

山
隊
事
務
局
　
容
〇
三
―
三
二
四
九
―
七

九

一
五
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
―
三
二
四
九
―
七

九

一
六
　
　
　
　
　
高
所
登
山
委
員
会

問
題
は
、
登
山
に
限

っ
た
こ
と
で
な
く
、地
球

上
で
現
在
問
題
に
な

っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り

で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
を

避
け
て
通
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
る
が
、
出

来
る
こ
と
な
ら
、
一
つ
一
つ
問
題
を
採
り
上

げ
て
、
自
分
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
欲

し
い
。
」
旨
の
強
い
要
望
が
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
遠
く
離
れ
た
ア
デ
レ
ー
ド
在
住
の

中
村
テ
ル
名
誉
会
員
に
寄
せ
書
き
を
し
た
た

め
、
記
念
撮
影
を
行

っ
て
、
午
後
三
時
す

ぎ
、　
一
応
の
お
開
き
と
な

っ
た
が
、
な
お
去

り
難
い
長
老
方
は
席
を
移
し
て
、
夕
方
ま
で

余
韻
を
楽
し
ん
だ
。

出
席
者
　
麻
生
、
吉
沢
、
島
田
、
田
回
、
堀

田
、
谷
口
、
織
内
、
望
月
、
佐
々
、
関
根
、

今
西
の
各
名
誉
会
員
、
山
田
会
長
、
村
木
、

藤
平
副
会
長
、
大
塚
、
鴫
原
、
大
島
、
橋
本

各
評
議
員
、
太
田
監
事
、
松
田
理
事
以
上
二

十
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｙ

ｏ
Ｍ
）

一
国
際
化
交
流
事
業

一一　
　
　
　
　
　
　
茫♯
外
連

抜
嘔
一会
口員
△
ム

国
際
山
岳
連
盟

（
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）
お
よ
び
各

国
山
岳
会
と
の
交
流
の
な
か
で
昨
今
感
じ
る

こ
と
は
、
地
球
は
ひ
と

つ
、
世
界
は
同

一
性

に
む
か
う
時
代
と
な
り
、
国
内
、
国
外

（海

外
）
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
薄
ら
い
で
き

つ

つ
あ
り
、
地
球
全
体
レ
ベ
ル
で
物
事
を
考
え

推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
国
内
的
に
も
充

実
を
は
か
れ
な
い
も
の
や
、
国
内
の
こ
と
を

名誉会員を囲む会

広
く
世
界
に
広
報
し
、
呼
び
か
け
て
い
か
な

け
れ
ば
価
値
の
な
い
よ
う
な
時
代
と
も
な

っ

て
き
ま
し
た
。

日
本
か
ら
も
数
多
い
登
山
隊
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

は
じ
め
世
界
の
山
々
に
出
掛
け
て
行

っ
て
い

る
現
実
の
な
か
で

〃
マ
ナ
ー
″
ひ
と

つ
考
え

て
も
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
世
界
的
な
規
模
で

の
遭
難
対
策
を
各
国
が
情
報
交
換
し
、
力
を

合
わ
せ
て
実
践
し
た
り
、
自
然
保
護
、
環
境

保
全
等
の
問
題
に
い
た

っ
て
は
登
山
隊
や
母

体
と
な
る
山
岳
団
体
の
義
務
的
付
帯
事
業
と

し
登
山
の

一
部
化
を
は
か
り
、
す
で
に
国
際

山
岳
連
盟
や
各
国
の
山
岳
団
体
で
は
登
山
隊

の
な
か
に
装
備
や
食
糧
担
当
と
同
じ
よ
う
な

環
境
保
全
、
清
掃
専
門
機
関
を
義
務
づ
け
て
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き
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
行
政
的
、
親
睦

的
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

登
山
と
い
う
同
じ
目
的
を
も

つ
人
た
ち
の
国

際
的
な

マ
ナ
ー
と
も
う
け
と
め
、
当
会
も
世

界
の
登
山
界
の

一
員
と
し
て
貢
献
し
た
り
、

期
待
さ
れ
た
り
す
る
交
流
の
な
か
に
国
際
的

秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。
国
際
山
岳
連
盟
に
お
い

て
も
実
績
の
高
い
日
本
の
理
解
、
協
力
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
来
年
に
か

け
て
次
の
よ
う
な
国
際
交
流
事
業
が
日
本
で

開
か
れ
ま
す
。

①

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ｏ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
国
際
大
会

期
日
　

一
九
九

一
年
十
月
十
六
日
水
～
二
十

日

日

会
場
　
代
々
木
公
園
周
辺

②
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

ｏ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ｏ
ト
ラ

ス
ト

（省
略
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）
自
然
保
護
国

際
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム

期
日
　

一
九
九

一
年
十

一
月
九
日
土
～
十
日

日

会
場
　
昭
和
女
子
大
　
人
見
講
堂

（講
演
）

他

内
容
　
国
際
会
議
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
、

交
流
懇
談
会
、
そ
の
他

ゲ
ス
ト

（予
定

・
略
称

・
順
不
同
敬
称
略
）

エ
ド
モ
ン
ド
ｏヒ
ラ
リ
ー
氏
（
ニ
ュ
ー

ジ
ラ

ン
ド
）
、
キ

ャ
プ

テ

ン

・
コ

リ
ー
氏

（
イ
ン
ド
）
、
ミ
ル
ザ
氏
（パ

キ

ス
タ

ン
）
、
ポ

カ

レ
ル
氏

（ネ

パ
ー
ル
）
、
史
占
春
氏

（中
国
）
、
ミ

ス
ロ
フ
ス
キ
ー
氏

（
ソ
連
）、
ク
リ

ス

・
ボ

ニ
ン
ト

ン
氏

（
イ
ギ

リ

ス
）
、
リ
チ
ャ
ー
ド

●
ブ
ラ
ム
氏
（
ア

メ
リ
カ
）、
ホ
セ

・
バ
ン
デ
プ
ー
ル

デ
氏

（ベ
ル
ギ
ー
）、
セ
ガ
ン
チ
ー

ニ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
会
長

（
ス
イ
ス
）
、
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト

・
メ
ス
ナ
ー
氏

（
イ
タ

リ
ア
）、
モ
ー
リ
ス

・
エ
ル
ゾ
ー
グ

氏
（
フ
ラ
ン
ス
）、
そ
の
他

③
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ト
ラ

ス
ト
富
山
集
会

（国
際
集
会
）

期
日
　

一
九
九

一
年
十

一
月
十

一
日
月
～
十

四
日
本

④
国
際
山
岳
連
盟

（Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）
理
事
会

・

総
会

（国
際
会
議
）

期
日
　

一
九
九
二
年
十
月
～
十

一
月
の
間
の

二
日
間

参
加
予
定
人
員
　
メ
ン
バ
ー

（チ
ァ
マ
ン
）

五
十
名
十
同
行
者

一
〇
〇
名
＝

一
五

〇
人

（推
定
数
）

第
四
十
五
回
ウ

ェ
ス
ト

ン
祭

信
濃
支
部

恒
例
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
が
六
月
二
日
新
緑

の
雨
降
り
の
な
か
上
高
地
で
行
わ
れ
た
。
今

年
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
初
め
て
上
高
地
へ
入
山

し
た
明
治
二
十
四
年
か
ら
百
年
目
で
、
祭
は

口
を
重
ね
て
四
十
五
回
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
る
。
十
三
年
ぶ
り
の
雨
と
な
っ
た
が
傘

や
か
っ
ぱ
の
人
々
が
約
千
人
参
加
し
た
。

十
時
赤
羽
信
濃
支
部
長
の
開
会
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
地
元
安
曇
小
学
校
の
四
年
生
二
人

が
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
レ
リ
ー
フ
に
献
花
。
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
ク
ラ
ブ
の
七
十
人
が
ウ
ェ
ス
ト

ン
を
日
本
の
友
と
歌
う

「ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の

歌
」
を
さ
さ
げ
た
。
こ
の
後
ウ
ェ
ス
ト
ン
を

し
の
び
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
山
登
り
の
安
全
を

願

っ
て
黙
と
う
し
た
。

日
本
山
岳
会
々
長
挨
拶
で
山
田
二
郎
会
長

は

「山
の
天
候
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
の
は
山

で
は
当
然
。
今
日
の
雨
は
そ
の
こ
と
を
指
摘

し
て
く
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
登
山
者
に
改

め
て
注
意
を
喚
起
し
た
。

詩
の
朗
読
は
尾
崎
喜
八
先
生
四
十
年
六
月

六
日
作
の

「碑
前
に
て
」。
以
上
が
式
典
。

第
二
部
　
記
念
行
事

ま
ず
、
昨
日
の
徳
本
峠
越
え
上
高
地
入
り

を
し
た
記
念
山
行
の
報
告
が
北
林
リ
ー
ダ
ー

よ
り

「村
木
前
副
会
長
を
先
頭
に
、
八
十
二

歳
の
宮
原
支
部
会
員
か
ら
安
曇
小
学
校
児
童

八
十
七
名
ま
で
三
百
余
人
が
、　
一
日
午
前
六

時
島
々
宿
を
出
発
、
緑
の
芽
吹
き
の
萌
え
る

島
々
谷
か
ら
徳
本
峠
を
越
え
た
」と
あ
っ
た
。

田
部
井
淳
子
氏
の
記
念
講
演
は

「美
し

か
っ
た
南
極
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｔ

の
お
話
。
こ
の
美
し
い
上
高
地
を
手
本
に
日

本
中
の
山
を
き
れ
い
に
」
と
い
っ
そ
う
の
登

山
者
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
訴
え
た
。

か
わ
い
ら
し
い
ア
ル
プ
ス
少
年
少
女
合
唱

隊
と
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

に
よ
り

「夏
の
山
」
「歓
び
の
歌
」
参
加
者
全

員
で

「雪
山
讃
歌
」
「今
日
の
日
は
さ
よ
う
な

ら
」
合
唱
。
来
年
も
ま
た
、
こ
こ
で
お
会
い

し
ま
し
よ
う
と
閉
幕
。

な
お
特
別
行
事
と
し
て
碑
前
祭
前
の
早
朝

八
時
よ
り
九
時
半
ま
で
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ

「日
本

の
山
の
清
掃
週
間
」
の
初
日
と
し
て
田
部
井

代
表
を
先
頭
に
、
約
百
人
が
三
班
に
分
れ
て

河
童
橋
か
ら
碑
前
ま
で
一
斉
清
掃
し
ま
し
た
。

ま
た
碑
前
祭
終
了
后
、
こ
れ
も
恒
例
で
地

元
関
係
者
と
の
午
餐
会
が
実
行
委
員
会
現
地

本
部
の
清
水
屋
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
そ
の

折
り
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
入
山
百
年
を
記
念
し
て

「四
十
五
年
に
わ
た
り
Ｗ
祭
を
開
催
し
、
近

代
登
山
の
父
ウ
ェ
ス
ト
ン
を
讃
え
、
山
の
厳

し
さ
と
大
自
然
を
慈
じ
む
心
を
多
く
の
人
々

に
教
え
て
下
さ
っ
た
」
活
動
に
対
し
、
安
曇

村
有
馬
佳
明
村
長
よ
り
山
田
二
郎
会
長
に
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
念
願
だ
っ
た
レ
リ
ー
フ
英
文
解
説
板

が
訂
正
新
調
で
き
取
り
か
へ
で
き
ま
し
た
。

参
加
者

信
濃
支
部
員
四
十
六
名
同
伴
六
名
、

佐
々
保
雄
、
田
部
井
淳
子
、
山
田
二
郎
、
藤

平
正
夫
、
松
田
雄

一
、
村
木
潤
次
郎
、
小
倉

茂
暉

・
董
子
、
石
橋
正
美
、
山
口
俊
輔
、
藤

井
正
彦
、
穴
田
雪
江
、
織
田
沢
美
知
子
、
鈴

木
郭
之
、
神
崎
忠
男
、
吉
村
健
児
、
村
上
勝

太
郎
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
関
係
者
の
会
員
多
数

（順

不
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
弘
美
）
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・
会

務
報
告

五
月
定
例
理
事
会

五
月
十
六
日
木
十
八
時
二
十
分
～

場
所
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
村
木
、藤
平
副
会
長
、

松
田
、
西
村
、
重
広
、
山
本
、
入
沢
、小
倉
、

穴
田
、
石
橋
、
関
口
、
織
田
沢
、
松
本
、
神

崎
、
藤
井
の
各
理
事
、
太
田
、飯
野
両
監
事
、

橋
本
、
小
倉
、
大
島
各
常
任
評
議
員

（委
任
）
伊
丹
、
早
坂
、
小
林
の
各
理
事
、

鴫
原
常
任
評
議
員

▽
議
事

議
事
に
入
る
前
に
林
野
庁

・
森
林
総
合
利

用
対
策
室
の
伊
藤
元
室
長
、
梅
田
課
長
補
佐

両
氏
の
来
訪
を
受
け
、
日
下
検
討
中
の
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

本
会
と
し
て
の
要
望
も
伝
え
ら
れ
た
。

次
い
で
山
田
会
長
よ
り
こ
の
度
任
期
を
終

え
て
退
任
さ
れ
る
役
員
各
位
に
対
し
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
議
事
に
入
る
。

ｍ
総
会
付
議
事
項
の
確
認
の
件

「細
則
」
「支
部
設
立
な
ら
び
に
運
営
に
関

す
る
規
定
」
改
定
案
等
に
つ
い
て
の
最
終
確

認
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
五
月
十
八
日
に
行
わ

れ
る

一
連
の
会
議
の
議
事
進
行
に
つ
い
て
打

合
せ
が
行
わ
れ
た
。

０
図
書
室
の
管
理
移
管
に
と
も
な
う
、
予
算

配
分
変
更
の
件
…
原
案
通
り
承
認

０
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
計
画
の
件

議
定
書
の
調
印
に
引
き
つ
づ
い
て
行
わ
れ

た
登
山
隊
幹
部
に
よ
る
日
中
会
談
の
内
容
、

な
ら
び
に
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

囲
山
研
改
築
の
件

（石
橋
）

現
況
報
告
な
ら
び
に
募
金
計
画
の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

Ｄ
募
金
委
員
会
発
足
の
件

（橋
本
）

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
清
掃
登
山
の
件

（神
崎
）

０
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
連
絡
協
議
会
報

告

（穴
田
）

０
名
誉
会
員
を
囲
む
会
の
報
告

（松
田
）

０
自
然
保
護
委
員
会
報
告

（松
本
）

支
部
長

・
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

日
時
　
五
月
十
八
土
十
時
～

場
所
　
コ
ー
プ
ビ
ル
五
階
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
村
木
、
藤
平
両
副
会

長
、
松
田
、
藤
井
、
西
村
、
石
橋
、
松
本
、

入
沢
、
神
崎
の
各
理
事
の
他
総
務
委
員

（北
海
道
）
小
須
田
ズ
岩
手
）
佐
藤
、
（秋

田
）
佐
々
木
、
（山
形
）
菊
地
、
清
水
、
（宮

城
）
西
郡
、
佐
々
木
、
（福
島
）
中
嶋
、野
地
、

（越
後
）
佐
藤
、
山
田
、
（山
梨
）
古
谷
、
遠

藤
、
（静
岡
）
安
間
、
横
井
、
（信
濃
）
赤
羽
、

田
中
、
（岐
阜
）
松
井
、
高
木
、
（東
海
）
鈴

木
、
小
川
バ
富
山
）
若
林
、
石
坂
、
（関
西
）

阿
部
、
篠
崎
ズ
京
都
）
斉
藤
、
杉
山
、
（山

陰
）
吉
川
、
中
井
、
（福
岡
）
権
藤
、
副
島
、

（東
九
州
）
梅
木
、
西
ズ
熊
本
）
田
上
、
（宮

崎
）
魚
本
、
大
谷

▽
議
事

田
会
長
挨
拶

②
支
部
設
立
な
ら
び
に
運
営
等
に
関
す
る
規
定

改
定
の
件

質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承
認
す
る
。

Ｑ
終
身
会
費
納
入
に
伴
う
支
部
還
元
金
の
件

還
元
率
十
％
に
つ
き
質
問
が
あ
っ
た
が
、

原
案
通
り
承
認
、
併
せ
て
細
則
第
十

一
条
に

還
元
金
の
額
を
明
記
す
る
こ
と
も
承
認
す
る

四
次
回
支
部
事
務
局
会
議
開
催
の
件

各
支
部
の
希
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
開
催
場
所
は
東
京
、
時
期
は

一

任
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
詳
細
は
総
務
担

当
で
つ
め
る
こ
と
に
す
る
。

Ｄ
本
部
か
ら
の
連
絡
事
項

各
担
当
理
事
よ
り
、
大
要
次
の
通
り
要
望

が
の
べ
ら
れ
た
。

環
境
月
間
の
清
掃
登
山
は
、
六
月
上
旬
各

支
部
で
も
実
施
し
て
欲
し
い
。
『山
岳
』
支
部

だ
よ
り
の
執
筆
依
頼
、
全
国
自
然
保
護
集
会

へ
の
参
加
要
望
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
等
の

国
際
行
事
の
案
内
、
会
報
へ
の
行
事
案
内
の

早
期
連
絡
。

０
支
部
現
況
報
告

用
意
さ
れ
た
支
部
長
会
議
資
料
に
も
と
ず

き
、
各
支
部
の
現
況
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、

共
通
点
等
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ

る
。

ｏ
支
部
費
を
徴
収
せ
ず
に
還
元
金
に
頼

っ
て

運
営
し
て
い
る
支
部
で
は
、
財
政
的
に
苦

し
く
還
元
金
増
額
を
要
望
す
る
声
が
聞
か

れ
た
。

ｏ
地
方
在
住
者
の
支
部
加
入
を
義
務
ず
け
る

べ
し
と
の
声
が
聞
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
あ

く
迄
本
人
の
意
志
次
第
。

ｏ
清
掃
登
山
の
計
画
は
半
数
以
上
の
支
部
に

見
ら
れ
た
。
他
支
部
に
も
協
力
要
請
。

。
中
高
年
対
策
は
、
昨
年
か
ら
の
継
続
テ
ー

マ
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行
い
た
い
。

ｏ
海
外
登
山
は
五
支
部
に
計
画
が
あ
っ
た
。

ｏ
自
然
保
護
全
国
集
会
の
様
な
集
会
に
対
し

旅
費
の
補
助
の
要
望
が
あ
る
が
、
ど
の
集

会
に
し
ば
る
か
は
今
後
の
課
題
。

評
議
員
会

五
月
十
八
日
　
十
六
時
～
十
六
時
半

場
所
　
コ
ー
プ
ビ
ル
第
四
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
藤
平
、松
田
副
会
長
、

橋
本
、
大
塚
、
吉
村
、
室
賀
、
佐
藤
、河
野
、

西
丸
、
村
木
、
徳
久
、
鈴
木
、
国
見
、斉
藤
、

広
江
、
西
村
の
各
評
議
員
、
中
世
古

（湯
浅

代
理
）、
小
倉
常
務
理
事

〔委
任
〕
今
西
、
奥
原
、
鴫
原
、
大
森
、
田

部
井
の
各
評
議
員

▽
議
事

田
常
任
評
議
員
互
選
の
件

鴫
原
啓
佑
、
橋
本
清
、
西
村
政
晃
、
斉
藤

惇
生
、
湯
浅
道
男
の
五
名
を
選
任
す
る
。

０
そ
の
他△

△

△
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新
年
度
第

一
回
理
事
会

五
月
三
十
日
木
十
八
時
三
十
分
～

場
所
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
藤
平
、
松
田
両
副
会

長
、
小
倉
、
重
広
、
山
本
、
入
沢
、
小
倉
、

穴
田
、
石
橋
、
関
日
、
山
口
、
神
崎
、
大
森
、

片
岡
、
南
川
、
藤
井
、
大
倉
、
村
井
の
各
理

事
、
飯
野
、
中
島
両
監
事
、
橋
本
、
西
村
、

湯
浅
の
各
常
任
評
議
員

〔委
任
出
席
〕
鴫
原
評
議
員

▽
議
事

○
会
長
挨
拶

本
年
度
は
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
、

山
研
の
準
備
と
募
金
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
高

年
対
策
や
自
然
保
護
の
分
野
も
、
ま
す
ま
す

複
雑
に
な
り
、
こ
の
二
年
間
は
か
な
リ

ハ
ー

ド
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各
担
当
分
野
で

宜
し
く
お
願
い
し
た
い
。

委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
そ
の
性
格

付
け
を
明
確
に
し
て
い
き
、
逐
次
改
善
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

田
常
務
理
事
互
選
の
件

互
選
の
結
果
、
次
の
五
名
を
選
任
す
る
。

小
倉
茂
暉
、
大
倉
昌
身
、
重
広
恒
夫
、
神

崎
忠
男
、
大
森
弘

一
郎

な
お
、
常
務
理
事
会

に
出
席
す
る
メ
ン

バ
ー
は
、
正
副
会
長
、
常
務
理
事
、
伊
丹
、

藤
井
理
事
も
出
席
す
る
。

０
理
事
任
務
分
担
の
件

山
田
会
長
よ
り
左
記
の
通
り
委
嘱
さ
れ

た

。
小
倉
茂
…
総
務

（図
書
室
管
理
、
山
研
を
含

む
）

大
倉
…
…
財
務

（募
金
委
員
会
）

重
広
…
…
高
所
登
山

（
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
）

神
崎
…
…
海
外
連
絡

（
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）

大
森
…
…
自
然
保
護

・
科
学
研
究

伊
丹
…
…
高
所
登
山

藤
井
…
…
総
務

入
沢
…
…
集
会

穴
田
…
…
女
性
懇
談
会

（婦
懇
を
改
称
）

小
倉
厚
…
会
報
編
集

山
本
…
…
図
書

関
口
…
…
医
療

石
橋
…
…
山
研

山
口
…
…
資
料

。
フ
ィ
ル
ム

村
井
…
…
青
年
部

・
学
生
部
指
導

片
岡
…
…
指
導

ｏ
遭
対

南
川
…
…
山
岳
編
集

０
社
団
法
人
の
理
事
の
責
任
と
権
限
に
つ
い

て

（松
田
）

四
審
議
事
項

①
支
部
長
交
替
の
承
認

・
山
形
支
部
　
村
上
勝
太
郎
↓
大
橋
克
也

ｏ
宮
城
支
部
　
庄
司
駒
男
↓
西
郡
光
昭

②
宮
城
支
部
の
四
川
省
羊
供
山
登
山
隊
の

後
援
依
頼
の
件
…
…
承
認
。

③

コ
ピ
ー
機
更
新
の
件
…
…
承
認
。

④
ア
テ
ネ
書
房
よ
り

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
挑

戦
』
全
二
巻
に
本
会
の
出
版
物
よ
り
転
載
し

た
い
旨
依
頼
の
件

原
則
と
し
て
異
存
な
い
が
、
版
元
の
了

解
を
と
る
必
要
の
あ
る
も
の
も
あ
る
の
で

本
件
は
山
本
理
事
に
依
頼
す
る
。

Ｄ
報
告
事
項

①
支
部
長

・
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
報

告
（松
田
）

②

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
つ
い
て
（松
田
）

③
評
議
員
会
報
告

（橋
本
）

④
岐
阜
支
部
創
立
二
十
周
年
記
念
登
山

（山
田
他
）

⑤
南
阿
山
岳
会
創
立

一
〇
〇
周
年
祭
に
招

待
の
件

（海
外
連
絡
）

現
在
ア
フ
リ
カ
在
住
の
会
員
が
い
な
い
の

で
、
祝
電
を
打

つ
こ
と
に
す
る
。

⑥
永
年
会
員
中
沢
真
二
氏
を
囲
む
会

五
月
二
十
三
日
山
田
会
長
以
下
八
名
の

関
係
者
で
、
中
沢
氏
の
要
望
を
伺

っ
た
。

本
会
と
し
て
も
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
パ
注
）
十

一
頁
記
事
参
照

⑦

「山
の
高
さ
に
関
す
る
委
員
会
」
報
告

三
年
間
十
回
に
及
ん
だ
会
議
は
終
了
し

六
月
末
に

「
日
本
の
山
岳
標
高

（
一
〇
〇

三
山
）
」
と
い
う
名
で
報
告
書
が
刊
行
さ

れ
る
。

③
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
準
備
報
告

（橋

本

ｏ
重
広
）

⑨
山
研
改
築
準
備
の
件

（石
橋
）

⑩
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
現
況
報
告

（神
崎
）

０
各
委
員
会
報
告

各
担
当
理
事
よ
り
、
そ
の
後
の
委
員
会
の

経
過
、
引
継
状
況
等
に
つ
き
報
告
が
あ

っ
た
。

８

日

１３

日

１５

日

１６

日

１７

日

２０

日

２１

日

２３

日

２８

日

２９

日

３０

日物

故

上
原
国
男

（九
四
〇
四
）
２

・

安
田
耕
馬

（九

一
四
七
）
１

・

久
保
信

一
（八
三

一
三
）

酒
井
昭
市

（六
四

一
九
）
３

ｏ

進
藤
波
男

（
一
八
六
三
）
４

・

井
上
治
郎

（六
八
八
七
）
１

・

賀
谷
繁
雄

（三
七
二
五
）
５

・

松
沢
潤
吉

（
一
九
六
五
）
５

。

退
　
会

今
井
春
男

（九

一
二
八
）

川
井

一
郎

（七
五
九
二
）

日
本
極
地
研
究
会

（
三
二
九

一

青
年
部

総
務
委
員
会

三
水
会

理
事
会
、
科
学
委
員
会

図
書
委
員
会

総
務
委
員
会

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

中
沢
真
二
氏
の
お
話
を
聞
く
会
、
女

性
懇
談
会
、
資
料
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

新
年
度
第

一
回
理
事
会

５
月
来
室
３７９
名

会

員

異

動

　

　

５
月

(5月 )

‐Ｏ

ｏ

‐６

）

●

ル
＝
ム
日
詭
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久
Ａ
口
田
弘

（九
五
四
五
）

上
野
文
子

（七
六
七

一
）

南
安
男

（八

一
八
五
）

早
坂
證
吾

（五
六
〇
八
）

片
野
次
雄

（五
四
七
六
）

終
身
会
員

へ

今
井
友
之
助

（
二
九

一
一
）

タ
ン
ボ
チ
ェ
僧
院
再
建
協
力

募
金
者
ご
芳
名

二
万
円
―
イ
ワ
ブ
チ
シ
ェ
ン
ロ
ク
。
五
千

円
―
イ
ノ
ウ
エ
シ
ョ
ウ
ス
ケ
、
ワ
タ
ナ
ベ

ハ

ル
コ
。

六
月
二
日
現
在
累
計
四
四
二
名
、
累
計
金

額
五
、
八

一
七
、
三
四
〇
円こ

の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

（∪
平
成
二
年
度
日
本
山
岳
会

全
国
支
部
懇
談
会
立
山
集
会

「秋
の
立
山
を
楽
し
む
」

主
催
　
問
日
本
山
岳
会

主
管
　
田
日
本
山
岳
会
富
山
支
部

場
所
　
立
山
　
①
宿
泊
地
…
立
山
高
原
ホ
テ

ル
天
狗
平
山
荘
　
②
山
行
…
立
山
周

辺

′

嘔雪〕3234-6659

期
日
　
平
成
二
年
九
月
二
十
八
日
土
～
二
十

九
日
日

日
程
　
①
九
月
二
十
八
日
土

Ａ
受
付
　
一
〇
～

一
五
時
　
立
山
高

原
ホ
テ
ル

Ｂ
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
　
一
五

・
三
〇

～

一
七
時
　
立
山
高
原
ホ
テ
ル

中
高
年
登
山
者
の
視
点

（安
全
）

パ
ネ
ラ
ー

（本
部
、
支
部
長
、
山

岳
警
備
隊
、
山
荘
主
、
ガ
イ
ド
協

会
等
）

Ｃ
懇
親
会
　
一
七

・
三
〇
～

一
九
時

立
山
高
原
ホ
テ
ル

②
九
月
二
十
九
日
日
　
山
行

Ａ
雄
山
往
復

（原
則
的
）

・
雄
山
―
天
狗
平
―
室
堂
間

ｏ
浄
土
山
　
バ
ス
使
用

Ｂ
自
由
山
行

（自
主
行
動
、
た
だ
し

事
前
に
コ
ー
ス
と
人
名
を
届
け
出

て
下
さ
い
）

参
加
費
　
一
人
　
一
七
〇
〇
〇
円

（宿
泊
、

懇
親
会
、
記
念
品
、
バ
ス
代
、
昼

食
代
、
保
険
料
等
）

参
加
申
し
込
み
方
法
　
左
記
の
所
に
振
込
ま

た
は
現
金
書
留
で
入
金
、
受
領
し

た
時
に
申
し
込
み
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
期
限
　
平
成
二
年
八
月
二
十
四
日

送
金
先

銀
行
振
込
　
北
陸
銀
行
本
店
　
日
本
山
岳

会
富
山
支
部
　
口
座
　
普
通
預
金
　
〇
九

一
七
七
三
〇

現
金
書
留
　
富
山
市
白
銀
町
二
―
五
若
林

商
店
内
　
日
本
山
岳
会
富
山
支
部

門
い
合
せ
先

〒
９３６
富
山
県
滑
川
市
中
村
五
三
石
坂
久
忠

容
〇
七
六
四
―
七
七
―

一
三
二
四
　
夜
間

〒
９８６
富
山
市
布
市
八
三
六
―
二
木
戸
繁
良

容
〇
七
六
四
―
二
九
―

一
〇
九
二

○
エ
ベ
レ
ス
ト
地
図
最
新
版

一
九
八
八
年
十

一
月
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

・
ソ
サ
イ
テ
イ
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
）

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ｏ
ジ
オ
グ
ラ
フ
イ

ッ
ク

・

マ
ガ
ジ
ン
の
付
録
と
し
て
、
ス
イ
ス
写
真
測

量
会
社
と
ス
イ
ス
連
邦
地
誌
研
究
所
の
協
力

の
も
と
に
、
五
万
分
の

一
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の

地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
高
品
質
の
地

図
は
、
即
座
に
世
界
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た

が
、
市
場
に
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ス

イ
ス
山
岳
財
団

（
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
は
、
ボ

ス
ト
ン
科
学
博
物
館
と
共
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｓ
よ
り

版
権
を
取
得
す
る
の
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ

の
地
図
は

一
九
九

一
年
七
月
半
ば
に
出
版
販

売
さ
れ
ま
す
。

主
要
な
変
更

表
面

初
版
で
は
、
中
国

（チ
ベ

ッ
ト
）
の
部
分

の
中
国
名
は
、
英
語

へ
の
音
訳
を
ベ
ー
ス
に

し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
よ

く
知
ら
れ
た
山
や
氷
河
の
突
然

の
変
名
と

な

っ
て
、
な
じ
み
の
う
す
い
も
の
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
版
で
は
、
英
語
の
音
訳
の
も

と
を
、
元
の
チ
ベ

ッ
ト
名
に
さ
か
の
ぼ
り
、

例
え
ば
、
有
名
な
、
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｐ
Ｕ
氷
河
を

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
氷
河
の
様
に
直
し
ま
し

た
。
時
に
は
、
二
つ
の
名
を
併
記
し
て
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
チ

ャ
ン
ツ

ェ
と
ベ
イ

ｏ

ピ
ー
ク
の
様
に
で
す
。

裏
面

裏
面
は
、

エ
ベ
レ
ス
ト
を
中
心
に

一
五
〇

キ
ロ
四
方
を
二
万
五
千
分
の

一
に
拡
大
し
て
カ

ラ
ー
に
再
現
し
て
あ
り
ま
す
（北
面
―
南
面
、

チ
ャ
ン
ツ
ェ
か
ら
、

ロ
ー
ツ
ェ
、
ジ
ャ
ー
ル

の
南
面
迄
。
西
面
―
東
面
、
エ
ベ
レ
ス
ト

ｏ

ベ
ー
ス

ｏ
キ
ャ
ン
プ
よ
リ
ピ
ー
ク
三
八
の
東

面
迄
）。
こ
の
地
域
に
お
け
る

一
九
五
三
年

（
ヒ
ラ
リ
ー
）
か
ら

一
九
九
〇
年
の
、

エ
ベ
レ

ス
ト
、

ロ
ー
ツ
ェ
、
ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
、

ヌ
プ
ツ
ェ
並
び
に
チ
ャ
ン
ツ
ェ
の
す
べ
て
の

初
登
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一
九
九
〇
年

ロ
ー
ツ
ェ
南
面
の
初
登
（
ユ
ー
ゴ
の
ツ
ェ
セ

ン
、
ソ
連

の
ベ
ル
シ

ョ
ウ
、
カ
ラ
タ
ー

エ

フ
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ト
に
加
え
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

遠
征
隊

（リ
ー
ダ
ー
、
登
攀
者
、
ル
ー
ト
記

載
）
に
つ
い
て
の
短
文
を
の
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
裏
面
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
や
ヒ

マ
ラ
ヤ
愛
好
者
、
地
図
収
集
者

に

（１９
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
）

(17)
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